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■ 新技術の概要
超高精度・低消費電力・ディペンダブルなリアルタイム処理用プロセッサ、リ
アルタイムネットワーク、メモリ、各種制御用 I/Oを全て集積したシステムLSI
（SoC）、超小型基板（SiP）及びRT-OS 

　
■ 従来技術・競合技術との比較
理論通りに周期やデッドライン等の時間制約を必ず守ることの可能なリアルタイ
ム処理用CPUとリアルタイムネットワークは他にはない。それらに加え、メモ
リや周辺 I/O等を全て集積した分散制御用システムLSI は他にはない。

　
■ 新技術の特徴
•リアルタイムスケジューリング理論通りに動作するリアルタイム処理用マルチ
スレッドプロセッサ （RMT Processor）
•環境に応じて動的にエラー訂正能力を制御可能なリアルタイムネットワーク 
（Responsive Link）
•分散制御に必要な機能（RT-CPU、 RT-Network、Memory、各種 I/O）を全て
集積した SoC/SiP

　
■ 想定される用途
•ロボット等の分散制御・自律制御
•自動車の分散制御・高機能化・自動運転への応用
• IoT機器
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